
項 ⽬ 内 容
名称 ガルシニア・カンボジア、インディアンデイト、ゴラカ [英]Garcinia、

Gambooge、Brindal Berry、Malabar Tamarind [学名]Garcinia cambogia

概要 ガルシニア・カンボジアは、インドや東南アジアに⽣育するオトギリソウ科の常緑
樹。果実や果⽪が⾹⾟料や調味料として使⽤される。インディアンデイト、ゴラ
カ、タマリンドなどと呼ばれることがあるが、別項のタマリンドとは別種である。

法規・制度 ■⾷薬区分
・果実、果⽪、茎、種⼦、根、葉、花︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医
薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質

分析法 ・果実中のヒドロキシクエン酸などをＵＶ検出器付 (210 nm) HPLC
(PMID:11929682) 、またはPCI/GC/MSにより分析した報告がある
(PMID:11319829) 。
・⽪から抽出した (2S,3S)-ヒドロキシクエン酸および (2S,3R)-ヒドロキシクエン
酸をNMRにより分析した報告がある (PMID:16116285) 。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当らない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当らない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

肥満 ＜減量＞
メタ分析
・2019年5⽉までを対象に4つのデータベースで検索できた介⼊研究5報 (検索条
件︓年齢≧18歳、BMI≧25) について検討したメタ分析において、ガルシニア・カ
ンボジアの摂取は、体重 (5報) との関連は認められなかった (PMID:31793087)
。
RCT︓国内
・肥満の成⼈40名 (試験群20名、平均37.1±2.8歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検
無作為化プラセボ対照試験において、ガルシニア・カンボジア果⽪熱⽔抽出物
555.6 mg (ヒドロキシクエン酸333.3 mg含有) ×3回/⽇を8週間摂取させたとこ
ろ、内臓脂肪⾯積、⽪下脂肪⾯積、内臓脂肪／⽪下脂肪⾯積⽐に影響は認められな
かった (2002162119) 。
RCT︓海外
・過体重の成⼈135名 (試験群66名、平均38.6±7.7歳、アメリカ) を対象とした⼆
重盲検無作為化プラセボ対照試験において、ガルシニア・カンボジア抽出物 (50％
ヒドロキシクエン酸含有) 1,000 mg×3回/⽇、12週間摂取させたところ、体重、体
脂肪率に影響は認められなかった (PMID:9820262) 。
・過体重の成⼈86名 (韓国) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験にお
いて、ダイズ葉抽出物 (28名、平均34.96±2.42歳) またはガルシニア・カンボジ
ア抽出物 (29名、平均34.07±2.30歳) を2 g/⽇、10週間摂取させたところ、いず
れも体重に影響は認められなかった (PMID:21936892) 。
・肥満の⼥性43名 (25〜60歳、試験群30名、ブラジル) を対象とした⼆重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、⾷事制限とともにガルシニア・カンボジア抽出物
(50％ヒドロキシクエン酸含有) 800 mg×3回/⽇を60⽇間摂取させたところ、⾎中
脂質 (TG) の低下が認められた。⼀⽅、その他の⾎中脂質 (TC、HDL-C、LDL-C)
、レプチン、インスリン、体組成 (BMI、除脂肪量、体脂肪率、ウエストヒップ⽐)
、代謝 (安静時エネルギー消費量、呼吸商) に影響は認められなかった
(PMID:24133059) 。

その他 調べた⽂献の中に⾒当らない。
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